
 

 

 

 

 

 

 

２学期がスタートし、１か月が過ぎました。昨年と比

べると暑さもかなり和らぎ、昼休みに外で遊ぶことがで

きる日も多くなり、子どもたちは元気いっぱいに運動場

を駆け回っています。 

さて、本校には、学習や登下校・学校生活や服装・持

ち物などについて定めた「若菜小学校のきまり」があり

ます。（添付データをご参照ください） 

子どもたちには、このきまりに基づいて指導をしていますが、ただ単に「ルールだ

からダメ」と禁止したのでは「先生が見ていないからいいや」とか「自分くらいなら

大丈夫」というような気持ちにさせてしまうことが多くなります。そこで学校では、

単に「ルールだから…」と言うのではなく「なぜこのきまりがあるのか」「みんなが気持

ちよく過ごすためにはどうすればよいか」を子どもたち自身に考えさせることを大切に

しています。そして、きまりを守ることは、自分だけでなく周りの友達を大切にする

ことであり、社会の一員としての規範意識を身につける大切な学習だということを話

しています。小学校という枠組みの中で『きまりを守る大切さ』を子どもたちの心の

中に根付かせたいと思っています。 

子どもたちが安全で安心して学校生活を送り、規範意識をしっかりと育むためには、

ご家庭と学校が同じ歩みで指導していくことが欠かせません。つきましては、ご家庭

におかれましても以下の点について今一度ご確認とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『わかるまでがんばる からだとこころを鍛える なかよく助け合う若菜っ子の育成』 

若菜っ子 
令和８年９月３０日 
学校通信 第６号 
校長 井上 修男 

「学校のきまり」を通して学ばせたいこと 

１０月のおもな行事予定 

１日（木）安全点検の日・全体練習 

５日（月）応援練習 

６日（火）応援練習 

７日（水）書写 GT（3・4 年生） 

８日（木）全体練習 

 ９日（金）5 年生社会科見学・6 年生出前授業 

１３日（火）ALT 来校（3・4 年生）・オンライン英会話（５年生）・児童係会 

１４日（水）火曜校時（下校 13:15）・小運動会①～④ 

１５日（木）水曜校時・児童係会 

１７日（土）学校安全の日・全体練習・運動会前大掃除・運動会準備（下校 13:15） 

１８日（日）運動会（給食なし・下校 12:30）※雨天時 4 校時（下校 12:15） 

※１９・２０日代休 

２１日（水）運動会予備日（給食あり・下校 13:15） 

２２日（木）２年町探検（23 日と 26 日にも実施）・６年生室町文化体験 

２４日（土）三世代ふれあい交流会（児童クラブ） 

２７日（火）ALT 来校（3・4 年生）・委員会活動 

２８日（水）出前授業（１年・３年）雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ来校・6 年生親子ふれあい活動 

３０日（金）穂波西中学校文化発表会 

３１日（土）若菜プロジェクト（まちづくり協議会） 

◇１１月のおもな行事予定◇ 

１１月 ２日（月）秋の遠足 

１３日（金）2 年生親子ふれあい活動 

１６日（月）１年生親子ふれあい活動 

２０日（金）学校安全の日・学習参観・学級懇談会・6 年生性に関する指導 

２５日（水）3 年生親子ふれあい活動 

今回のキラリは、元気に子どもたちを送り出し

ていただいている保護者の皆様と秋空の下で外

遊びを楽しむ子どもたちです。 

〇シルバーウイーク明けの早めの登校!! 
（「５日間の連休明けでは、子どもたちの足取りは重いのでは…」と心配した２４日でしたが、子どもた

ちは、朝早くから元気に登校できていました。全体的に見ても、通常時より５分程度は早く登校できて

いたように思います。ご家庭でしっかりと準備し送り出していただいた保護者の皆様にキラリです。） 

〇異学年の仲間たちと楽しむ鬼ごっこ!! 
（昼休みに低学年の子どもたちと鬼ごっこをしていると「私もかたっていいですかー？」「ぼくもしたいで

す」と次々に参加者が増え、２０人くらいで運動場を走り回っています。学年の枠を越えて楽しく遊ぶ

子どもたちにキラリです。） 

 

キラリ   若菜っ子   

◇持ち物や筆箱の中の確認◇ 

ランドセルへのキーホルダー、合格筆箱（削った鉛筆、消しゴム、定規、赤鉛筆、

青鉛筆）などについて、定期的な声掛けやご確認をお願いします。 

◇きまりの意味を一緒に考える◇ 

「なぜ学校にはルールがあるのか」について、ぜひご家庭でも話題にされてくださ

い。「みんなが集中して勉強するため」「事故やトラブルを防ぐため」といった目的

を家族で共有することが、子どもたちの自主的な理解につながります。 

10月のおもな行事予定 


